
























































































































































































































































































































































































































































































































































































#Me Tooや #We Too、#With Youという動きが起きま
した。集会などもたくさん開かれました。新宿ア
ルタ前（＃私は黙らない 0428＠新宿アルタ前）で
の抗議集会の映像がYoutubeに上がっています。
20代の女の子の隣に 20代の男の子が立って言っ
ているセリフに感動しました。「これは僕らの問
題です」と。よく言ったと思いました。セクハラ
もDVも性暴力も、全て男性問題です。だから、こ
れを女性問題と呼んではいけないんです。
その 20代男子のその発言を聞いたときに、私た
ちの同世代の男子の態度を思い出して、また怒り
が込み上げてきました。日本で最初にキャンパス
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セクハラの告発が行われたのは、京大矢野教授事
件ですが、まず最初に言われたのは、「最高学府の
知性がまさかセクハラなんて」でした。私は、セ
クハラ防止委員会の調査委員も調停委員も経験し
て、学んだことがあります。男性教員に関しては、
まさかあの人が……とは決して思わなくなったこ
とです。
矢野教授事件の時にそれを告発しようとした女
性たちに、私と同世代の同僚の男たちが言ったせ
りふを、私ははっきり覚えてます。「たかがセクハ
ラごとき小事で、有為な人材を社会的に葬ってい
いのか」と。どんなに社会的業績を挙げた人でも、
人権侵害をやってよいわけはありません。こうい
うことが近過去にあったわけですね。
そこに新聞労連の女性ジャーナリストが、声を
上げました。その声の中に「セクハラは業務の一
環だと思っていた」という発言がありました。そ
れをその場で聞いてた男性の委員長が、「女性記
者の生の声に改めてショックを受けた。マスコミ
も男性中心の組織文化を変えるときだ」と発言し
ました。
セクハラに対して空気が変わったなぁと思った
のはこれです。
それまで被害者が声を上げると必ず年長の女
が、「そんなことを言うと、あんたのためにならな
いよ」とか、「それをいなすのが大人の女の知恵っ
ていうもんよ」と、女が女を抑えてきたものです。
TBSの女性記者のセクハラ被害も、最初にもみ消
そうとしたのは、女性の上司だったそうです。
ところが、中島京子さんという 50代の作家さん
が伊藤詩織さんとの対談の中で、こう言っていま
す。「もし私たちの世代がちゃんと声を上げてい
れば、社会も少しは変わっていたかもしれない。
詩織さんがひとりで頑張らなければならない状況
にしてしまい、本当に申し訳ない」。
自分が被害者であり続けたせいで、他の誰かに
対して加害者になってしまったということを年
長の女が認めたのです。私は長い間、メディア
ウォッチをしていますが、公共の場でのこういう
発言は、初めてでした。ここで空気が変わったと
思いました。そして、私も反省しました。時々地
雷を踏んでは反省するのが、上野のいいところで
す（笑）。
「こじらせ女子」という言葉をはやらせた、女性
AVライターの雨宮まみさんを、知ってる人はい
らっしゃいますか？彼女に頼まれて『女子をこじ
らせて』の文庫の解説を書きました。そこで、こ
んなことを書いています。
男を侮り、男の欲望をその程度の陋劣なもの
と見なし、そのことによってかえって男の卑
小さや愚かさに寛大になるという「ワケ知り
オバサン」の戦略である。セクハラにあって
ショックを受ける女性を「男なんてそんなも
んよ」となだめ、下ネタには下ネタでかえす
ワザを身につけ、男の下心だらけのアプロー
チをかわしたりいなしたりするテクを「オト
ナの女の智恵」として若い娘にもすすめる
……そんなやり手ババアのような存在になっ
ていたかもしれない。そしてこんなワケ知り
オバサンほど、男にとってつごうのよい存在
はない。
さすがにこういうことは東大祝辞で言えません
でしたね。（笑い声）
「すれっからし」戦略とは、男の欲望の磁場
にとりかこまれて、カリカリしたり傷ついた
りしないでやりすごすために、感受性のセン
サーの閾
い き ち
値をうんと上げて、鈍感さで自分を
ガードする生存戦略だった、と今では思え
る。男のふるまいに騒ぎ立てる女は、無知で
無粋なカマトトに見えた。そうでもしなけれ
ば自分の感受性が守れなかったのだが、ツケ
はしっかり来た。感受性は使わなければ錆び
つく。わたしは男の鈍感さを感じなくなり、
いつのまにか男にとって便利な女になってい
た。（上野千鶴子「解説」、雨宮まみ『女子をこ
じらせて』幻冬舎、2015年、250-1頁）
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反省。
私もこういう時代の流れの中で変わってきたと
いうことがわかります。
男性の性暴力に対する女性の受忍限度がどんど
ん下がってきたできごとが昨年ありました。実の
娘を、13歳から長期にわたって強姦し続けてた
実父が、名古屋地裁で無罪判決を受けました。合
意はなかったが、抗拒不能ではなかったというト
ンデモ判決が出て、女性法曹たちが怒り狂いまし
た。判決に大きな問題があるという判決の限界な
のか、それとも、法律にそもそも問題があるとい
う法律の限界なのか、どちらによるものなのかに
は議論があります。法律に大きな問題があること
は確かですが、こんなこと許せない、ガマンでき
ないと、日本学術会議では、この事件についての
シンポジウムを実施しました。そこで時代の変化
を感じたのは、実の娘が実の父を訴え、そしてそ
れを裁判にまで持っていったことです。以前なら
きっと闇に葬られていたことでしょう。
こうやって見てみると、女性の間で、性暴力と
か性被害に対する受忍限度が、どんどん下がって
きたんだということがわかります。男は昔からそ
んなに変わってないと思います。だけど、女性が
大きく変わった。それでは何が変わったかという
と、女性の受忍限度が変わった。昔の女たちがの
み込んできたことを、今の女たちはガマンしなく
なったのです。
ある取材で女性の受忍限度が低下したと言っ 
たら、後でその記事が送られてきて、そこにこう
書いてありました。書いたジャーナリストは男で 
した。
「女のガマンが足りなくなった」。（笑い声）
それはそのとおりなんですよ。
こういう変化がどんどん起きてきたのは、フェ
ミニズムの功績の一つであったと思います。
かつて「からかい」とか「いたずら」と呼ばれ
ていたことを、フェミニズムは「セクハラ」と呼
びかえました。「痴話げんか」と呼ばれたものを、
DVと呼びかえました。以前なら、殴られてあざ
をつくった奥さんが交番へ行って「助けてくださ
い」って言うと、「奥さん、どうしたんですか」っ
て聞かれます。そこで「夫に殴られました」と答え
ると、「まあ、犬も食わない痴話喧嘩ですか。仲
良うしてください」って言われて帰されたもので
す。今、こんなことやったら完全アウトですね。
さらに「つきまとい」は「ストーカー」になりま 
した。
ほんとにびっくりしたのは、東京メトロで「痴
漢は犯罪です」というポスターを見たときです。
そのときの感動を、私は今も忘れません。フェミ
ニストはこうやって新しい概念をつくり、定義を
変えてきたんです。
定義が変わると何が起きるかっていうと、あの
ときのあのモヤモヤは、あれはもしかしたらセク
ハラというものだったのかしらって思えるように
なります。そして、私は悪くなかったんだって思
えます。つまり過去に遡って経験の再定義が可能
になります。こういう変化が女の間で起きてきま
した。
そうした中で大ショックをもたらしたのが、東
京医大の不正入試問題です。びっくりしました。
こんなことがきょう日、堂々と入試で行われてい
るとは夢にも思いませんでした。文科省の次官の
息子の裏口入学疑惑の捜査の過程で芋づる式に出
てきたので、もしその事件が発覚しなければ、今
でもやっていただろうと思います。さすがに放置
できないというので、文科省が全の 81医大＆医学
部の調査をやったら、東京医大はまだましなほう
だったということがわかって、またまたびっくり
仰天です。
とりわけショックだったのは医学界の冷たい反
応でした。「必要悪」、「女は使えない」っていう意
見がいっぱい出てきました。女性医師の仕事量は
男性医師の 8割だそうです。だから女性医師を養
成してもコスパが悪い。医師の養成のためには非
常に大きい教育投資がかかっています。そして、
その教育投資の過半は国民の税金で賄われていま
す。そうなると、投資効果がない女性医師を育て
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るのは、税金の無駄遣いだということになりま
す。ここで女子医大生亡国論が出てくるんじゃな
いか……と私はハラハラしていました。
考えてみたら、男の医者の働き方のほうがはる
かに問題なんですから、男性医師の仕事量を 8割
に抑えて、給料も 8割に減らせばいい。そんなま
ともなことを言う女子学生がちゃんといました。
「何もかも妻に任せて家庭責任を背負わない男性
医師のツケを、なぜ女子受験生が払わされるの
か」と。もっともな意見だと思います。
医師国家資格試験の動向を見て、どうも何かお
かしいなぁとずっと思っていた女性医師たちがい
ました。もう何年も前から医師国家資格試験の女
性比率がずっと横ばいで 3割台を越しません。女
子の大学進学率が 5割近くに上がっていましたか
ら、なぜ医師だけ増えないのかなと思ったら、実
のところ、ゲートコントロール、つまり入り口で
通せんぼされていたのですね。医学部入学者のほ
ぼ全員が、医師国家資格試験の受験生になります
から、入学の時点から女性枠を絞り込んでいたと
いうわけです。
日本学術会議の女性会員たちはこれにも怒っ
て、「横行する選考・採用における性差別：統計か
ら見る間接差別の実態と課題」というシンポを実
施しました。本田由紀さんがつくってくれたポス
ターは、立入禁止、つまりここから先に入れない
ということを象徴するデザインでした。こういう
間接差別という形での女性差別は、今でも横行し
ています。
ミソジニーの一つのあらわれがセクハラです
が、セクハラを受けて感じる、あの何ともいえな
い、いやーな感じの元にあるものは一体何でしょ
うか？
財務省の麻生大臣は「セクハラ罪という罪はな
い」と言いました。たしかに、セクハラ罪という
罪名はありませんが、判例が蓄積した結果、セク
ハラは法律上の不法行為であると認定されていま
す。セクハラは、人権侵害です。そこで侵害され
図2　日本学術会議公開シンポジウムのポスター 
「横行する選考・採用における性差別：統計からみる間接差別の実態と課題」（本田由紀氏作成）
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る人権とはいかなる人権かというと、法律家によ
ると、性的自己決定権の侵害となります。たしか
にそのとおりではありますが、この概念は、私た
ちがセクハラに感じるあのいやーな感じを説明し
てくれません。セクハラを受けているときに何が
起きてるのかを、もう少し考えてみましょう。
ジェンダーの実践という概念があります。私た
ちはジェンダーを男女の項を表す名詞として使っ
ているわけではありません。だから、ジェンダー
には複数形がありません。ジェンダーとは、男女
の差異化であり、その差異化の中に権力の差が埋
め込まれていますから、非対称な差別化の実践と
言えます。よってGenderingとかGenderedとか、
動詞化されます。
それではセクハラの中で何が行われてるかとい
えば、「お前は女だ」「しょせん女だ」「思い知れ」
という差別化です。どうあがいても女のお前は男
になれないという権力の誇示が行われています。
その過程で、男としてのアイデンティティが再構
築されます。
では、その「お前は女だ」というときの、女と
は何者か。定義は超簡単です。女とは、男ではな
い者のこと。つまり男の欲望のために存在する 
者のことです。
女とは、男である自分の欲望をかき立てる存
在。男をムラムラさせて何ぼ。だから女は、誘惑
者として男から定義されます。そうなると、ムラ
ムラさせるのが女であって、ムラムラさせない女
は女ではないということになります。オ㆑さまを
欲望させない女に存在価値はないという、男の視
線による女性の値踏みがそこでは行われていま
す。つまり、評価基準は常に男の手の中にあって、
評価される側に女がいることになります。
この非対称なジェンダーは、男が男になる、女
が女になるメカニズムの中にふかーく埋め込まれ
ています。フェミニスト心理学者の小倉千加子さ
んが、卓抜な表現をしています。女の子の思春期
は何歳からか？　年齢では決まらない。少女が自
分の身体が男の性的対象となることを自覚したと
きから思春期は始まる、と。だから、3歳の女の
子でも 5歳の女の子でも、かわいい仕草をやって
ごらんって言われて、やるとウケるということを
学んじゃうわけです。
このように、あるときから女が女になるのだと
したら、同じように、あるときから女ではなくな
ることになります。では、女はいつ女でなくなる
かというと、おばさんになったときに女からおり
ることになっています。
例の財務省のセクハラ事件があったときに、女
性議員さんたちが抗議の文書を持って、財務大臣
に手渡しに行きました。それを見た自民党の長尾
という男の議員がその姿を観て、「こちらの方た
ちはセクハラとは縁遠い方々です」って言いまし
た。これこそを、セクハラ発言というのです。つ
まり、お前らはオ㆑さまをムラムラさせない、だ
から女として値打ちがない、と言ったも同然で
す。おいおい、お前が評価者かよ！って。
こういう実践が日々、いろんなところで行わ
れています。だから、恋人と一緒に歩いている
ときに、向うからきれいな女の人が来て、恋人
に「あっ、きれいなねえちゃん」って言われたと
きに、何かこうぞわーっといやーな感じがするの
は、評価基準が男の手の中にあって、女のランキ
ング・オーダーの中に自分が組み込まれてしまう
ことを感じる、その不愉快さがあるからです。「き
れいだね」もセクハラなのか、と言われれば、は
い、そのとおりです。なぜなら女の評価基準が男
の手の中にあることを少しも疑わない無邪気さと
鈍感さが、ミソジニーというものだからです。
セクハラ・アカハラ・DV等も、男が衝動的にム
ラムラしてやったという「性欲神話」がくつがえ
りつつあります。実はセクハラ男やDV男は、ノー
を言わない・言えない相手に、逃げない・逃げら
れない状況で、周到かつ巧妙に迫ってるというこ
とがわかっています。
私は最近、若い共著者たちと共に『戦争と性暴
力の比較史へ向けて』という本を出しました。戦
争に性暴力はつきものだと言われますが、男は性
欲から女を戦場で強姦したのか、あるいは慰安婦
を必要としたのか、というと、決してそうではな
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いっていうことがわかっています。日本軍兵士の
研究によれば、彼らはやりたい放題やってもいい
ところと、そうじゃないところをちゃんとわきま
えて行動しています。だから性欲からかという
と、実はそうではありません。
ムラムラしてやったとか聞くと、私はいつも思
うんですが、男は性欲の奴隷かよ！と。時々、女
は子宮で考えるなんて言う人がいますが―こう
いう人には至急訂正してもらいたいです―、そ
れなら、男はチンコに振り回される生き物なんで
しょうか？
近年、戦場の性暴力についてのパラダイムが変
わりました。戦場の性暴力とは、敵の男性性に対
する最大の侮辱であるからこそ、行使されます。
つまりそれは、所有物である女を守り切れなかっ
た敵の男に対する最大の侮辱行為であって、それ
が彼らの怒りをかき立てることをよく知っている
男たちによって採用される兵器の一種であるとい
うわけです。ですから、性暴力は戦争兵器である
という考え方が主流になってきました。
2018年に、コンゴの婦人科医のデニ・ムクウェ
ゲさんと ISによる性暴力被害者のナディア・ムラ
ドさんが、ノーベル平和賞を受賞しました。性暴
力は決して戦場における偶発的なできごとではな
く、黙認も含めて戦争兵器であるという認識が広
がってきたからです。
このように、性暴力に対する見方も変わってき
ました。つまり、性暴力とは、男らしさをその都度
確認し、再構築する、そういうジェンダーの再生
産行為なんだということが、わかってきました。
セクハラの研修について興味深い話がありま
す。セクハラ研修は、以前は、セクハラ被害者に
なる蓋然性の高い女性が対象でしたが、今は 180
度変わって、セクハラ加害者になる蓋然性の高い
管理職以上のおっさんが対象に変わりました。そ
のおかげでセクハラ講師業界はバブっています
が、その研修で講師のいうせりふに、こんなもの
があります。「もし自分がセクハラしそうになっ
たとき、相手が社長の娘や上司の妹だったらと考
えたら、手が止まるでしょう」。
この研修の仕方は適切でしょうか。これは、相
手の女性に対する尊重ではなくて、ホモソな社会
における権力に対する怯えに訴えかける言葉で
す。自分よりも権力の大きい上位の男に対する
恐怖から自分の欲望を抑制するということです 
から。
先ほど紹介した新宿アルタ前の若い男女のス
ピーチの中でも、男の子が、「これは僕らの問題で
す」って言うから、ひゃー、カッコいいと思って
たら、最後にがっくり来ました。「もし被害者が、
自分の姉妹やガールフ㆑ンドだったら、許せるで
しょうか」と言ったからです。それでは、男とし
ての自分のプライドを傷つけられるということに
なり、女性に対する尊重の態度とは言えません。
ここからわかることは、女のセクシュアリティは
男の所有物であるという考え方が、二十代の男性
の中にもあるということです。
では、女を自分の所有物だと思っている男のそ
の所有権が侵されたらどうなるのか。佐藤文香さ
んというブリリアントな女性の社会学者が「保護
ゆすり屋」という概念を紹介しています。男は「お
前を守ってやる」と言うが、その「守ってやる」と
いうのは誰から守るのかというと、他の男から囲
い込んで独占してやるっていう意味にほかなりま
せん。その「守ってやる」という保護に失敗したと
き、男は、相手の女にどういう振る舞いをするか
というと、切り捨てるか、差し出すか、排除する
か、なんだそうです。なぜかって、保護に失敗し
たときの男性性の屈辱に耐えられないからです。
これを日本の男たちが経験したのが、占領期で
す。日本は一度も外国の占領を受けたことのない
国ですなんてことを言う人がいますが、日本は、
アメリカに占領されました。そのとき占領軍に
よって非常に大きな屈辱を味わいました。その占
領軍兵士たちに群がる「パンパン」と呼ばれるお
ネエさんたちを、日本の男は、占領者に差し出し
た上で切り捨てました。『戦争と性暴力の比較史
へ向けて』の中にはこの「パンパン」の研究が収録
されています。これまで日本にはそういう研究を
やる人たちがほとんどいなかったのですが、最近
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になって、このような戦時期の性暴力研究がよう
やく表面に出てきました。
ここで私たちが使ったのが「性暴力連続体」と
いう概念です。この「性暴力連続体」というのは、
リズ・ケリーという英語圏の研究者の概念です。
性暴力については、どこからが被害で、どこから
が合意なのか？実際には女性の性的経験の中に
は、合意から強制までのコンティニアムがあっ
て、線を引くことが困難です。
例えば、夫からセックスを求められたときに、
イヤだと言ったら何が起きるかというと、夫が不
機嫌になる、一週間口をきいてくれない。それが
辛い。ならば、それに耐えきれないから 20分黙っ
て股を開いた方がまし、と女性が思うのは、合意
でしょうか、強制でしょうか。
そうなると、実は女性の日常的な性経験の中に
暴力が潜んでいます。どこまでが強制で、どこか
らが合意かと線引きできないような、そういう連
続体上にあるんだと論じました。
この本を書くに当たって、若い研究者たちと一
緒に 2年間かけて準備して、最大限の力を費やし
た本だったんですが、売れてません。（笑い声）
セクハラ対応とかセクハラの告発をいろんなと
ころで見るたびに、私はむなしい思いがするん
です。西にセクハラあれば行ってこれを告発し、
東にDVあれば行って支援する、ってモグラ叩き
です。だから、臭い匂いは元から絶たなきゃダ
メ！ってことです。基本的には、女性を客体化す
るような、女性を男性よりも構造的に劣位に置く
ような、非対称なジェンダーの権力関係が再生産
されている限りは、セクハラはいたるところで起
きます。だから、この構造を根本的に変えなけれ
ばなりません。
そこでは、エロスが権力化されるのみならず、
権力もまたエロス化されているからです。エロ
スっていうのは性的欲望のことですが、何にムラ
ムラするか、何に萌えるのかということ自体が、
権力の非対称関係のもとに身体化されているから
です。
言っておきますが、性的欲望はDNAによるもの
でもホルモンによるものでもありません。文化と
歴史によって学習されたものです。たとえば、自
分より背の高い女だとそれだけで萎えるとか、あ
るいは自分より学歴が高いと女として目に入らな
いとかですね。
男と女のどちらも、そういう意味では共犯関係
にあります、そうやってジェンダーの非対称的な
権力関係のシナリオを、男女が共演し合うことに
よって再生産してきたということなんですね。
それでは私たちフェミニストは何を言ってきた
かといえば、「女が女であるために、男の承認なん
ていらない」ということです。半世紀以上同じこ
とを言い続けてきたのに、それでもやっぱり、若
い女の子たちが「もてたい」とか「結婚したい」と
かっていうのを聞くと、「キミたちはまだ男の承
認に依存してるのか」って言いたくなります。そ
のぐらい家父長制は壊れにくくて根強いです。
Doing Genderという概念があります。Doing 
Genderとは、ある個人の振る舞いをジェンダーを
参照することによって説明することです。その都
度、ジェンダーは再生産されています。例えば、
次のようなせりふ。「やっぱり女だねぇ」。もしく
は「お前も男だろう」。そんなふうに言うたびに、
そのとき、その場であなたはジェンダーを再生産
することになりますし、それに同調したとき、あ
なたもそれに加担したことになります。
日本語ってほんとにやっかいな言語で、一人称
単数の主語を使うときに、ジェンダーを参照しな
いと口火が切れない。「私」と言うか、「俺」と言
うか、「僕」と言うか。その位置取りによって、相
手に対するスピーチ㆑ベルが決まるということが
あります。そういう意味では、日本語ってジェン
ダーまみれの言語なんですね。ですから、日本語
を使うたびに、ジェンダーから逃れるってことが
難しくなっているわけです。私たちは、このぬか
るみのように瀰漫したジェンダーの重力から逃れ
ることはできないのかって思っちゃいます。
理論というのはおもしろいもので、完璧な理論
というのは、あらゆることを説明し尽くしてしま
うので、そこから逃れることができないという無
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力感を人に与えてしまいがちです。その意味で、
セジウィックの理論は強力です。そうか、そう
かって腑に落ちると、それじゃこれだけ、骨がら
み身ぐるみからめ捕られたミソジニーから、私た
ちは逃れることができないのかっていうふうに絶
望してしまいます。
けれども、日常の実践は、日々変化していきま
す。私のように、半世紀以上生きてくると、世の
中の変化がこんなに起きたのだなと感じることが
できます。半世紀前には存在しなかったジェン
ダーという概念や、DVっていう概念が、これだけ
広まりました。そうか、世の中は変わるんだと実
感します。それじゃあ、私たちにできることは何
かっていうと、あります。日常実践の中にDoing 
Genderがあるならば、Undoing Genderもありえ 
ます。
Undoingという英語は「巻き戻す」とか、何かを
「無効にする」ということですが、それが私たちに
はできるはずです。Doing Genderの定義が、ある
個人の振る舞いをジェンダーを参照して説明する
ことだとすると、その逆のUndoing Genderは、あ
る個人の振る舞いをジェンダーを参照して説明す
るのをやめることです。
「やっぱり彼女も母親だよね」とかね、「お前も
男だろう」っていうたびにジェンダーの再生産に
加担していることになりますから、その時、そ
の場でそれに対して「イエローカード！」と言っ
ていくのがUndoing Genderです。この結果が、今
日のセクハラ告発とDV支援につながっています。
一人一人の女が日常実践の中で、ノーと言ってき
たその積み重ねは、大きいですね。
そして、男にやれることも十分にあります。男
はジェンダーの再生産の場に際して、絶対に共犯
者にも傍観者にもならないことです。東京大学の
某工学部教授が、大学院生の集まりで「女は、子
供を産むとばかになる」と発言しました。「お前
は、ばかな女から産まれたのか」って言いたくな
りますが。（笑い声）こんなことを公言する教授が
いました。そのときに、ガハハ、ドワッと笑った
ら、笑ったあなたが共犯者になります。その時、
その場にいた男性の院生が、「先生、それはない
でしょう」って言いました。そのときにUndoing 
Genderが行われるんですね。
そういうような実践が日常の中で行われていま
す。そういう実践の繰り返しと蓄積によって、世
の中の空気は変わっていきます。事実、私たちは
そうやって社会を変えてきました。
私はうんと若いときに、「非常識な人だね」っ
て言われましたが、当時言っていた標語がありま
す。「きょうの非常識は明日の常識」。そのとおり
になりました。
聞いていただいてありがとうございました。
〈拍手〉
質疑応答
質問者A：お話ありがとうございました。最近、
夫婦の呼び方について、奥さんとか旦那さんって
いう言葉にも上下関係があるんじゃないかってこ
とで、夫さんとか妻さんとか呼ぶという話がある
んですけど、それにまだ馴染めず、どうすればい
いかなと悩んでいるところであります。先生はど
のようにお呼びになりますか？
上野千鶴子氏：誰がなじまないんですか？
質問者A：私自身が。
上野千鶴子氏：あなたが？
質問者A：はい。
上野千鶴子氏：ふーん。あなたは、主人って言い
ますか？
質問者A：主人って奴隷みたいですよね。
上野千鶴子氏：でしょう。言語は生ものですか
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ら、変わります。主人という言葉は、実は明治時
代に広がったものだということがわかっていま
す。そして、主人に合わせて奥さまという言葉も
広がりました。奥って漢字を見てください。奥に
いる人のことですよね。こんなに出歩いている人
のことを、奥様って言っちゃいけません。（笑い
声）　だから、そうやって歴史的に生れた言葉で
すから、歴史のある時点で成立したものには、歴
史のある時点で終わりが来てもかまわない。だっ
たら、あなたが終わらせたらいいんです。
質問者B：お話、ありがとうございます。ちょっ
と個人的なことになるんですけれど、高校は男子
校出身で、そこには自分は同性愛者じゃないって
いうことを言わないと自分のことを定義できない
異性愛男性がすごくたくさんいたんです。だけ
ど、私はその異性愛男性には含まれないので、す
ごく閉塞感があったんです。そのときに感じてい
た閉塞感っていうのも、やっぱり家父長制の再生
産から来るものなのかと思っているんですけど、
どうでしょうか？
あと、ちょっと昔の話というと失礼かもしれ
ないんですけれども、先生の『女は世界を救える
か』っていうタイトルの本を私読んだときに、こ
のタイトルの前提に、男は世界を救えているって
いうことが当時の社会の中にあったのかなと思っ
たんですけれども、いかがでしょうか？
上野千鶴子氏：前半の質問についてですが、ホモ
フォビアという概念は、異性愛男性に含まれない
男性の扱いを説明できます。同性愛者は男性の世
界から放逐されるんですね、そういう差別を経験
してこられたということですか。
質問者B：そうです。はい。
上野千鶴子氏：ですから、ミソジニーとホモフォ
ビアとホモソーシャルは、その 3つが非常に緊密
に絡まりあった 3点セットになっているので、こ
の絡まりあった関係を解体していくという点で
は、家父長制に抵抗する共闘関係を、女性と非異
性愛男性の間で組めるかもしれません。
質問者B：はい。
上野千鶴子氏：もう一つは『女は世界を救える
か』について、1980年代の本ですね。今のご質問
だと、その本、読んでおられないでしょ？
　ミソジニーとは何か？　﻿ ｜ 17
質問者B：あっ、きちんと全て読んでいないです
……。
上野千鶴子氏：読んでから質問してくださいね
（笑）。簡単にいうと、何でそんなタイトルつけた
かっていうと、当時、今みたいに女をもてはやし
て、もう人類も文明もおしまいだ、男が滅ぼした
文明や社会を今度は女に救ってもらおうって、そ
ういうことを言うおっさんたちがいっぱいいたん
ですよ。私はね、とんでもねぇ、あんたたちが壊
した社会を何で私たち女が尻拭いしなきゃいけ
ないんだよって言ったのが、『女は世界を救える
か』。男が救えない世界を女が救えるわけがない、
ですから、その答えはノーです。
質問者C：お話、ありがとうございました。先生
の本も読ませていただいて、今回参加させていた
だきました。
私は 30歳で大学に入って、それまでは学業も
やってこないでずっと演劇をやってきました。そ
の中で、あるカンパニーというか劇団の主催者か
ら、性的な行為をかなり強いられてきたというこ
とがありました。でも自分の中では、その経験を
モテてよかったとか得してたみたいなふうな感覚
でとらえていたのですが、同時にどうしても気持
ち悪さというか違和感をずっと拭えずに時間を過
ごしてきました。そして、そのことから縁を切っ
て大学で勉強していく中で、先生の本などを読ん
だりして、やっと何か自分が抱えていた嫌な気持
ちというか違和感というものを改めて言語化する
ことができるようになりました。先生の本に出会
えたことはほんとによかったと思っていますし、
今回のお話もとてもためになりました。
ただ、自分が今、日本では #Me Too運動などが
どのように進んでいるかっていうのもあまりつか
めていない部分もあるし、自分がこの違和感を抱
えたままどのように生きていけばいいかっていう
ことに今も悩んでいるところはあります。現在
も、それはもう昔の話だ、10年前の話、10年前の
経験だろうというふうに言われてしまえばそれで
おしまいなんですけれど、それが原因でうつ病を
発症していたりもして、とても難しい状況に自分
の中ではあり、じゃ、どのように今後行動してい
くか。
最後にUndoing Genderのお話をしていただい
て、行動にどう移すかということがあると思うの
ですが、例えば #Me Too運動も日本ではあまり盛
り上がっているようには感じられない部分があり
ます。もし、こういうような立場にいる人が何か
行動するとしたら、日本ではどのようなことが可
能なのか、先生に何かアドバイスをいただけたら
なと思います。よろしくお願いいたします。
上野千鶴子氏：随分前の話だろうが何だろうが、
慰安婦のおばあちゃんたちだって 70年前の経験
に苦しみ、そしてそれを再定義することができる
んです。再定義すると何ができるかっていうと、
私は悪くなかったんだって自己肯定ができるんで
す。自己肯定ができるということは、それから後
の人生を前を向いて歩いていけるっていうことな
んです。
よくぞ決意なさいましたね。多分、そのおっさ
んは、大変ご都合主義的に女性につけ込んだんだ
ろうと思います。どんなに昔のことでも、自分に
とってネガティブだったできごとを、自分の人生
の中に統合して、自分を肯定して前向きに生きて
いくために私たちはこういう概念をつくってきた
のです。
私たちは、女性学、ジェンダー研究を、女性運
動の理論的な武器と位置づけてきました。フェミ
ニズムと女性学は車の両輪だと思ってやってきた
ので、単に知的な関心だけでやってきたわけでは
ありません。
#Me Tooについては、本当に不愉快な思いをし
ました。メディアから取材を受けるたびに、「#Me 
Too運動は海外では広がったのに、日本ではどう
して広がらなかったんでしょう？」って訊かれま
した。ご紹介したようなさまざまな抗議の動き
が、都内だけではなく、各地でありました。フラ
ワーデモは全国に広がっています。そして性暴力
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を許さないっていう空気が生まれました。
でも、こういう集会やシンポをやっても、メ
ディアが取材に来ませんし、報道しません。皆さ
まのNHKは、報道もしてくれません。その後、私
はある大手メディアの女性記者から「院内集会に
取材に行きたいと企画書を出したら、デスクの男
性に、取材の価値がないといって握りつぶされ
た」と聞きました。たかが女子供の言ってること
には、報道の価値がないと……。取材に来なかっ
たのは誰なんだ、報道しなかったのは誰なんだ。
日本でも #Me Tooの運動には深く広い動きがあっ
たと、私は確実に手応えを感じています。じゃあ、
どうすればいいのって思ったら、チャンスはいっ
ぱいありますから、出かけたらいい。フラワーデ
モは、今でも各地でやっています。
そして、安心できる、信頼できる人の前で自分
の経験を言語化することです。言語化するってい
うのは、すごく大事なことです。言語化するのは、
自分とその経験を切り離すということです。
ただし、それには相手をうまく選んでやらない
と傷つきます。「思い過ごしだよ」とか、「考え過
ぎだよ」とか、いろんなことを言われますからね。
だから、つまんない相手には言わないことです。
信頼できる、安心できる相手を選ぶ。その基本の
キは、自分と同じような経験を共有できる女性の
間で、自分の経験を言語化することです。私たち
がやってきた女性学、ジェンダー研究は、女性の
経験の言語化と理論化でした。
これが、言えてよかった。ありがとう。
質問者C：どうもありがとうございました。
質問者D：本日は講演をお聞きできて、とても嬉
しかったです。2つ質問があります。
Undoing Genderを実践していくときに、自分ご
ととして考えたら、公の立場、パブリックな立場
として発信していくこと、立場表明をしていくこ
とはできる気がするんですけど、例えばプライ
ベートでの恋愛とか人間関係とかを考えたら、そ
れがむずかしいように感じてしまいます。既に思
春期を迎え、脳内回路がすでに固まってきた私た
ちは、快楽の得方などが既存の価値観で構築され
ているといいますか、簡単にいえば、客体として
見られているということを快感とするという回路
が多分に存在していると自分には思えます。そう
いうときに、そのジ㆑ンマにどう対処すればよい
のかというのが 1つ目の質問です。
そして、女性に限らず、例えば大学生一般に
は色恋沙汰の話が結構多いと思います。その色
恋沙汰というか、恋愛の話とか異性の話をする
ときに、そこにはすでに既存の重力のようなミソ
ジニーの考え方や社会通念が根底にあるので、自
分の立場としてはUndoing Genderを実践していき
たいという男性がいたとしても、普通に娯楽とし
て人としゃべっているときにみんなはそういう話
をするのが楽しいとかおもしろいとか思っている
わけで、それを制限しようとすると、社会は窮屈
なものになっていくのではないかとも思えます。
これが 2つ目の質問です。よろしくお願いいたし 
ます。
上野千鶴子氏：おもしろい質問ねぇ。あなた、お
幾つ？
質問者D：今、二十歳です。
上野千鶴子氏：二十歳でもう脳内回路が固まって
んの？（笑い声）　快楽の回路が固定化するほど
……。だって、自分のセクシュアリティや身体を、
そんなに開発し抜いてないでしょう？
質問者D：なんか少女マンガとかを見ていると、
やっぱりこう……
上野千鶴子氏：それって全部、外からの刷り込み
じゃない？
質問者D：そうです。
上野千鶴子氏：Undoing Genderって、そのとき、
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その場でやらないと効果がありません。快楽の回
路は刷り込みされるものです。刷り込みされます
けど、メニューはいっぱいあるから、いろんなメ
ニューを試してみたらいい。例えばマグロ状態の
セックスよりも、能動的なセックスのほうがもっ
と楽しいってことがわかったりするわよ。もっと
自分の身体を開発なさったらいかが？
そして、メニューを増やせばクオリティが上が
るから。そうするとステ㆑オタイプなセックス
は、なんてクオリティが低いんだろうってことを
学習なさるでしょう。二十歳でそんなこと言うの
はまだ早いよ。
続いて、パブリックな場ではUndoing Genderが
できるが、プライベートではできないということ
についてです。私は確信がありますが、若ければ
若いほど、人生経験の幅が少ないから、ステ㆑オ
タイプに汚染されやすいです。みんなでワイワイ
言ってるときに乗れない。乗れないって感じなが
らも、一緒に乗ってしまえばそのときにステ㆑オ
タイプの再生産、つまりDoing Genderにあなたた
ち全員が加担してるんです。
ただ、プライベートな関係って、本当にそんな
にその場のノリだけで持つものでしょうか？　プ
ライベートな関係の中で最も踏み込んだものは恋
愛でしょう？　恋愛とは、他人の人生を自分の人
生に巻き込む、あるいは自分が他人の人生に巻き
込まれるという、踏み込んだ人間関係でしょう。
その中で、相手にUndoing Genderしなければ、相
手は決して変わらないでしょう。
プライベートではUndoing Genderができない、
パブリックではできる。全く逆だと思います。プ
ライベートな場でこそUndoing Genderをやって、
「たった今、あなたが私にやったこと、一体何な
の？」っていうことを、そのとき、その場でその
都度イエローカードを出していかないと、男は決
して変わりません。
質問者D：ありがとうございました。
質問者E：お話、ありがとうございました。私、
韓国人留学生なんですけど、2016年にまさに上
野さんの本を読んで社会学部に進学しようと思っ
て、今ここにこうして講演会に参加することがで
きて、とても嬉しく思っています。
今、韓国には、トランスジェンダーについて、
特にトランスジェンダーの女性に対してなんです
けど、トランスジェンダー・クィア・スタディー
ズはフェミニズムにとってよくないものであると
いう主張をする何人かのフェミニストがいます。
トランスジェンダーの女性は男性なのにスカート
を履いて化粧をして、そうした方法で女性になろ
うとするから、トランスジェンダーの存在は女性
性を再生産すると考える人たちです。韓国でのこ
の件について、上野先生がどのように考えられる
のか気になります。お願いします。
上野千鶴子氏：うーん、私は、韓国のことあんま
りよくわかりません。トランスジェンダーといっ
てもいろんな人たちがいるからね。
男でいたくないという人たちが、男でいたくな
いためにとる選択肢が現在では女になることしか
ない。性別二元論的に男でなければ女、女でなけ
れば男、2つに 1つかないと思われているから、男
であることをやめようと思ったら女であるように
見せるしかないというふうになってしまうのが、
今の女装コスプ㆑です。だけど、男であることや
女であることはやめたいが、だからといって反対
の性になりたいわけではない、どちらにもなりた
くないという人たちが、これからおそらくたくさ
ん出てくると思う。
私たちの社会には、選択肢が 2択しかない。一
方を嫌だっていうと、じゃ、他方かって言われ
ちゃうので、強制的に 2択のどっちかを選ばされ
ています。そこに 3択、4択が出てくれば、選択肢
はもっと広がると思います。
TGを受け入れるか受け入れないかが非常に大
きな問題になっているのは、現実に個人のアイデ
ンティティの上ではそういう性の多様化が進んで
いるのに、それを受け入れる社会が、建物も制度
も何もかも含めて、性別二元制のもとででき上
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がっているからです。トイ㆑が男子トイ㆑、女子
トイ㆑の 2択になってる。全部トイ㆑を個別のユ
ニバーサル・トイ㆑にしたらいい。それだけのこ
となんだけど、それだけのインフラの整備を、大
学がお金をかけてやるかどうかね。
司会：本日のお話は、理論的なお話でありつつ、
同時に日常経験に即したお話でもあり、ユーモア
にあふれつつ、また同時にとても切れ味の鋭いも
のであり、私も社会学者でありますので、このよ
うな議論を展開できるようになる実力がつけばよ
いなと率直に感じました。参加している学生のみ
なさんにも、学問というのは、これだけおもしろ
いものであり、かつ、人生に影響を与えうるもの
であるのだということが伝わったのではないで
しょうか。上野先生、本当に有意義なお話をあり
がとうございました。
今後もジェンダーフォーラムではさまざまな催
し物を企画していきたいと考えております。も
し、こんな話が聞きたい、こんなことをやってほ
しいというご意見がありましたら、声をお聞かせ
ください。また、ジェンダーフォーラムの部屋が
ありますので、気軽に訪れてみてください。
